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１．江田島応援団とは

江田島応援団とは、兄：高田大輔と弟：高田洋輔が「免許取ったら江田島に」のスローガンの
もと、江田島を活性化させるために活動する団体です。

兄：高田大輔（右）

・1981(昭和56)年生まれ4３歳
・2児の父
・教育系の会社勤務
・趣味：サッカー/バンド/飲み会
・３年前に広島市から切串に移住

弟：高田洋輔（左）

・1985(昭和60)年生まれ3９歳
・４児の父
・医療系の会社勤務
・趣味：サッカー/バンド/飲み会
・広島市西区在住

テーマ：「子育てするなら江田島で」

・広島市内から30分
・豊かな自然環境
・20,000人の人口規模
→「都市部から近い田舎」を知ってもらう

子供たちが自発的に楽しく取り組めるコンテンツを
提供し、自己肯定感を高めることで「子育ての島」に

①「ドッヂビー」を江田島から世界に
②習い事を共有する「体験学習会」の実施
③「音楽」を通じた島民カルチャーを

→子育てを通じて江田島を盛り上げる様子を
YouTubeで発信する



2．今年度の活動内容【ドッヂビー交流会】
実施概要
・6/16(日) 切串小学校体育館 参加人数約50名
・10/20(日) 切串小学校体育館 参加人数約30名
・2/22(土) am/大古小学校体育館 参加人数約20名
・2/22(土) pm/切串小学校体育館 参加人数約30名 合計：延べ130名
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参加者の学校割合

切串小学校 江田島小学校 大古小学校 中町小学校

鹿川小学校 三高小学校 その他

今年度は、切串小と大古小で実施したが、
他校からの実施依頼もあった。
毎年１１月に江田島市子供会連合会がドッヂ
ビー大会を開催しているが、この交流会を通
じて児童同士の親睦が深まっており、「ライバ
ル」と呼べる関係が醸成されていた。
次年度以降は、大会をもう１つ増やし、市外か
らのチームを招き入れ、規模を拡大させてい
くことを目指す。

参加無料



３．今年度の活動内容【体験学習会】
実施概要
・８/９(金) 江田島夏の体験学習会 切串交流プラザ 参加人数約４０名（SUP・バク転・化学実験・仏教）
・１２/2７(金) 江田島冬の体験学習会 切串交流プラザ 参加人数約30名（冬休みの宿題・脳トレ・ドッヂビー）
合計：延べ70名

運動系と勉強系を午前と午後に1コマずつ体験するイベント。
地元の習い事教室の講師に、1日限定の体験講座を提供して
いただく。その後、入会に繋がるケースもある。
次年度以降は、切串以外の地域での実施を目指す。

また、夏の体験学習会では、広島市内のサッカーチームの児童
も参加した。前日からサッカー合宿として切串に来ていたのだ
が、サッカーチームの監督から、「江田島の子供たちと交流させ
たい」ということで参加することに。特に海遊びは、非常に好評
だったため、来年も参加するということになった。

参加無料



４．今年度の活動内容【音楽発表会】
実施概要
・１１/１０(日) 江田島音楽発表会 切串交流プラザ 来場者数約20０名
・３/３０(日) 切串音楽祭 切串交流プラザ 来場者数約200名（見込み）

11月のイベントは、主に江田島市内で音楽に関わる習い事（クラブ）
の発表会。（演者のほとんどが江田島市内の小学生）

児童にとっては、日頃がんばっている、歌・ダンス・バンドなどを
小学校の友達に披露する機会が少なく、また、音楽ジャンルを
超えたイベントもあまりないため、地域イベントとして実施した。

結果的には、小学生よりも保護者や親戚縁者の来場が多く、子供
が熱心に励んでいる姿は大人に感動を与えていた。

３/30(日)のイベントは、大人から子供まで、幅広い
年齢層が出演の予定。
特に注目すべきは切串小6年生の男子3人による卒
業ライブ。12月から練習を始め練習期間3か月で本
番に臨む。切串小6年生が卒業ライブを行うのは、こ
れで3年連続。恒例行事化している。

音楽発表会も切串だけでなく、能美町や大柿町でも
開催できる。次年度以降は、こちらも複数会場で実施
し、音楽に携わる市民の発表の機会を設けていく。

参加無料



５．これまで3年間の活動記録
2022年度
6月 「江田島応援団」設立
7月 「月1回サッカー教室（切串小・三高小）」開始
9月 動画「江田島応援団チャンネル」配信開始
12月 「小学生バンド教室」開始
3月 「第1回切串音楽祭」開催

2023年度
4月 「切串新聞」発行
5月 サッカー大会「第1回江田島きゅうりCUP」開催
8月 体験学習会「切串サマースクール」開催
9月 「月1回ウクレレ教室」開始
12月 「ドッヂビー交流会」開催
1月 「小学生バンド教室」開始
3月 「第2回切串音楽祭」開催

2024年
5月 サッカー大会「第2回江田島きゅうりCUP」開催
6月 「ドッヂビー交流会」開催
8月 「江田島夏の体験学習会」開催

「江田島サッカー合宿会」開催
10月 「ドッヂビー交流会」開催

「切串ハロウィンパーティ」開催
11月 「江田島音楽発表会」開催
12月 「江田島冬の体験学習会」開催
「小学生バンド教室」開始
2月 「ドッヂビー教室（大古小・切串小）」開催
3月 「第3回切串音楽祭」開催予定



６．次年度以降に向けて
現在実施している事業の継続・拡大
①ドッヂビー教室・交流会
・市内６つの各小学校で定期的に実施
・大会の実施（市外チームの誘致）
②体験学習会
・切串地区のほかに大柿地区/能美地区での開催
・市外からの団体誘致。（夏季・冬季合宿）
③音楽発表会
・切串地区のほかに大柿地区/能美地区での開催
・江田島紅白歌（音楽）合戦の開催

新たに実施予定の施策
「切串子供会社（仮）」
・年４回ある切串地区のイベントに出店する
７月おかげんさん祭り
１０月例大祭
１月とんど祭り
３月ふれあい祭り
・資金調達から株主総会まで、小学生主体で行う
・現金とITのみ大人が管理する

３年間の活動を経て、江田島ならではの子育て施策が見えてきた。
小学生児童が大人になってからも「江田島は良かった」と、振りかえられるように、
自己実現欲求を満たし、自己肯定感を高めていくことが必要になる。

「郷土愛を育むこと」「自立と共生を実現させること」を目指すことで、教育委員会
からの後援もいただいた。今後も公教育の方針に沿って活動し、「子育てするなら
江田島で」を実現していく。

これまでの３年間は、切串地区での活動が大半を占めていたが、今後は特に大柿
地区/能美地区での活動にも注力していく。江田島市のPTA活動や子供会活動を
通じて、江田島市全域の保護者と関わることが増えたため、各地で協力を受けられ
れば実現できると考えている。

また、今後の子供たちの社会を考えると、「実社会を生き抜く術」が必要になると
考えている。都市部の進学校に行き、難関有名大学に入学し、大企業に就職すると
いう道は否定しないが、それだと江田島に帰って来ることはないだろう。
勉強が得意でなくとも、「商売ができる」「製品が作れる」「サービスを提供できる」
といった社会人マインドと、「事業を運営できる」といった経営者マインドがあれ
ば、経営資源豊富な江田島市内で、充分生き抜くことはできると考えている。

そしてそれを支援・指導していくのが、大人の役目だと考えている。
江田島応援団の次の活動テーマとしては、「江田島の事業者が盛り上がること」を
応援することになる。江田島の子供たちが江田島の事業者に憧れを抱き、自分も
江田島で事業をやりたいと思えるように、まずは私自身がバージョンアップして、
今後も江田島の活性化に尽力していく。


